
　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の

所
得
額
が
一
定
基
準
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
給
付
金
を
受
け

取
る
に
は
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
※
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
既
に
受
け
取
っ
て
い
る

方
で
引
き
続
き
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、
翌
年
以
降
の
手

続
き
は
原
則
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
支
給
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
一
度
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受
け
取
れ
な
く

な
っ
た
方
が
、
そ
の
後
、
再
び
支
給
要
件
を
満
た
し
た
こ
と
に
よ
り

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
改

め
て
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

▼
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
▽
65
歳
以
上
▽
世
帯
員

全
員
の
村･

県
民
税
が
非
課
税
▽
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他

の
所
得
額
の
合
計
が
87
万
８
９
０
０
円
以
下
―
―
を
満
た
す
方

▼
障
害
基
礎
年
金･

遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
前
年

の
所
得
額
が
４
７
２
万
１
０
０
０
円
＋（
扶
養
親
族
の
数
×
38
万

円
）以
下
で
あ
る
方

■
手
続
き
の
流
れ

　

①
申
請
…
基
礎
年
金
の
請
求
書
と
併
せ
て
、
水
戸
北
年
金
事
務
所

ま
た
は
保
険
課
医
療
保
険
担
当
窓
口（
役
場
行
政
棟
１
階
）で
本
制
度

の
申
請
を
す
る
。
②
審
査
結
果
の
受
け
取
り
…
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
る
審
査
結
果
の
通
知
を
確
認
す
る
。
③
振
込
通
知
書
の
受
け
取

り
…
支
払
い
月
の
上
旬
に
年
金
機
構
か
ら
振
込
通
知
書
が
送
付
さ
れ

る
。
④
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
…
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支

給
さ
れ
る
。
※
支
払
い
月
の
翌
々
月
の
中
旬
に
、
年
金
と
同
じ
受
け

取
り
口
座
に
、
原
則
２
か
月
分
が
年
金
と
は
別
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
︲
０
５
︲
４
０
９
２
）

国
民
年
金

だ

よ

り

捨てるなんて「もったいない」！ ちょっとした意識と工捨てるなんて「もったいない」！ ちょっとした意識と工
夫で、今日から家庭での「食品ロス」を減らしましょう夫で、今日から家庭での「食品ロス」を減らしましょう

【問い合わせ】消費生活センター（産業政策課内 ☎287- 0858）

　食べ残しや売れ残り、賞味･消費期限が近いなど、
さまざまな理由により、まだ食べられる食品が廃棄
されてしまう「食品ロス」。農林水産省および環境省
によると、令和３年度の食品ロス量は
523万トンと推計されています。これ
は、国民１人当たり、毎日おにぎり１
個分（114グラム）の食べ物が捨てられ
ていることになります。

　食品ロスは、食品メーカーや卸･小売店、飲食店
などで発生していると思われがちですが、全体の約
半数は一般家庭から出されています。家庭での食品
ロスを減らすには、私たち一人ひとりが「もったい
ない」という意識を持つことが大切です。食材は無
駄なく使い、おいしく食べ切るようにしましょう。

　家庭から食品ロスが出てしまう要因として、次の
ものがあります。
▽食べ切れずに残してしまう「食べ残し」

▽調理する際に、野菜の皮や茎など食べられる部
分まで切って捨ててしまう「過剰除去」

▽腐ったり、賞味･消費期限が切れたりして、食
べる前に廃棄されてしまう「直接廃棄」　

　家庭での食品ロスを減らすための、こつやポイ
ントを紹介します。まずは、自分にできることか
ら始めてみませんか。

【食品ロスを減らすこつ】
▽買い物をするときは、「必要な分だけ買う」
▽料理をするときは、「作りすぎない」
▽残っている食材から「使い切る」
▽食事をするときは、「おいしく食べ切る」

【買い物をするときのポイント】
▽買い物の前に、残っている食材をチェックする。
▽使う分、食べられる量だけを買う。
▽賞味･消費期限を確認し、賢く買う。

【外食をするときのポイント】
▽食べられる量だけを注文する。
▽注文する量が調整できるお店を選ぶ。
▽アレルギーや苦手な食材がある方は、料理から除

外できないか、注文する前に店の人に聞いてみる。

家庭での食品ロスはなぜ出てしまうの？

まだ食べられるのに廃棄される「食品ロス」

食品ロスの約半分は家庭から！？

家庭での食品ロスを減らすために…
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